
（７）平成２３年（2011年）8月 5日 第　１７５ 号ひらつか議会だより

常任委員会の審査概要
今定例会に上程された議案は所管の委員会に付託して
審査を行いました。

　

議
案
３
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
39
号
「
平
成
23
年
度

平
塚
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
」

▪質　
市
民
病
院
用
地
取
得
事
業

債
が
補
正
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
な
ぜ
今
土
地
を
取
得
す
る

必
要
が
あ
る
の
か 

。

▪答　
来
院
者
用
と
し
て
賃
借
を

し
て
い
た
駐
車
場
用
地
の
取
得

を
予
定
し
て
い
る
。
土
地
の
所

有
者
か
ら
事
情
に
よ
り
譲
渡
し

た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
、

環
境
厚
生

常
任
委
員
会

　

議
案
３
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願

１
件
を
審
査
し
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
38
号
「
平
成
23
年
度

平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

▪質　
防
災
対
策
費
で
津
波
浸
水

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
を

作
成
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
規

模
の
津
波
を
想
定
す
る
の
か
。

▪答　
動
画
は
各
地
域
の
浸
水
想

定
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
高

さ
の
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に

市
域
が
ど
の
よ
う
に
浸
水
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▪質　
海
抜
表
示
板
の
設
置
費
用

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ

総
務
経
済

常
任
委
員
会

利
用
者
の
利
便
性
な
ど
を
考
え

購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
議
案
第
43
号
「
平
成
23
年
度

平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

▪質　
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

建
設
予
定
地
か
ら
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
が
検
出
さ
れ
、
土
地
の
土

壌
改
良
を
す
る
た
め
の
補
正
予

算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
あ
ら
か

じ
め
土
壌
調
査
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

▪答　
以
前
の
調
査
で
は
問
題
な

か
っ
た
。そ
の
後
、過
去
に
あ
っ

た
焼
却
場
の
煙
突
基
礎
が
発
見

さ
れ
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
検

出
さ
れ
た
。
当
時
、
煙
突
を
解

体
す
る
際
に
、
何
ら
か
の
事
情

で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
散
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
設
置
す
る
の
か
。

▪答　
馬
入
本
町
か
ら
平
塚
四
丁

目
ま
で
の
交
差
点
付
近
と
、
市

内
55
か
所
の
避
難
所
へ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

▪質　
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
ア
ー

ケ
ー
ド
の
改
修
補
助
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
工
事
費
用
を

抑
え
ら
れ
れ
ば
補
助
金
も
削
減

で
き
る
の
で
は
。

▪答　
事
業
主
体
で
あ
る
商
店
街

が
工
事
の
入
札
を
行
う
が
、
市

の
入
札
方
法
に
準
じ
て
公
平
公

正
に
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

○
議
案
第
42
号
「
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て〔
松
風
町・

久
領
堤
貯
留
管
築
造
工
事
そ
の

２
〕」

▪質　
入
札
で
は
６
業
者
が
同
額

で
く
じ
引
き
と
な
り
、
残
る
８

業
者
が
１
万
円
の
差
で
最
低
制

限
価
格
を
満
た
せ
ず
失
格
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
り
う
る
の
か
。

▪答　
工
事
の
積
算
単
価
が
公
表

さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
結
果
も
珍
し
く
な
い
。

　

議
案
２
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
請
願

１
件
を
審
査
し
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
34
号
「
平
塚
市
暴
力

団
排
除
条
例
」

▪質　
神
奈
川
県
の
暴
力
団
排
除

条
例
に
対
し
て
、
本
市
の
条
例

は
ど
う
関
係
し
て
い
く
の
か
。

▪答　
県
条
例
は
県
民
や
少
年
の

保
護
な
ど
を
網
羅
し
て
お
り
、

教
育
民
生

常
任
委
員
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議
案
２
件
を
審
査
し
、
す
べ

て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
主
な
質
疑

○
議
案
第
38
号
「
平
成
23
年
度

平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

▪質　
（
仮
称
）
寺
田
縄
北
公
園

の
整
備
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
整
備
に
当
た
っ
て
地
域

住
民
の
声
は
十
分
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

▪答　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き

地
域
住
民
と
検
討
を
重
ね
て
き

た
。
こ
の
地
区
の
代
表
的
な
公

園
に
な
る
も
の
と
思
う
。

▪質　
横
断
歩
道
の
設
置
費
用
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に

設
置
す
る
の
か
。

▪答　
設
置
場
所
は
金
田
小
学
校

東
側
の
正
門
前
で
あ
る
。
平
塚

警
察
署
か
ら
信
号
機
設
置
の
打

診
が
あ
っ
た
た
め
で
、
歩
行
者

の
滞
留
場
所
と
し
て
用
地
取
得

費
な
ど
を
計
上
し
た
。

都
市
建
設

常
任
委
員
会

本
市
条
例
は
市
の
施
策
や
施
設

を
対
象
と
し
て
い
る
。
関
係
機

関
と
連
携
し
、
安
心
安
全
な
生

活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

○
議
案
第
38
号
「
平
成
23
年
度

平
塚
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」

▪質　
小
・
中
学
校
の
屋
上
に
津

波
か
ら
避
難
す
る
際
の
フ
ェ
ン

ス
を
設
置
す
る
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
避
難
経
路
や
夜

間
の
対
応
は
検
討
し
た
の
か
。

▪答　
学
校
は
広
域
の
避
難
所
で

あ
り
、地
域
住
民
も
利
用
す
る
。

階
段
が
屋
上
ま
で
続
い
て
い
る

が
、
夜
間
は
施
錠
さ
れ
て
い
る

の
で
対
応
を
検
討
す
る
。

６月定例会の質問者と主な項目
出村　光：湘南フォーラム（30分）
1　市長に問う
　（1） 所信表明及び提案理由の説明書から
　　ア　防災対策
　　イ　行財政計画
　　ウ　小児医療費の無料化拡大
　　エ　福祉村
　　オ　地域経済の活性化
　　カ　都市基盤整備
　（2） 選挙公報による市長の公約から
黒部　栄三：清風クラブ（30分）
1　市長に問う
　（1） 命と財産を守る防災活動
　（2） 豊かな心を育てる学びの場
　（3） 教育環境の充実
　（4） 命と育ちを守る子育て支援
　（5） 自然環境
　　ア　農業の担い手
　（6） 地域経済の活性化
　（7） 都市基盤整備
　（8） 市役所組織の経営改革
2　諸課題
　（1） 夏の電力削減対応について
岩田　耕平：平塚自民クラブ（30分）
1　市長に問う
　（1） マニフェスト及び所信表明の誓いより
　　ア　命と財産を守る防災活動
　　イ　市民が主役のまちづくり
　　ウ　地域経済の活性化
　　エ　都市基盤づくり
　　オ　市役所の経営改革
　（2） 健全な教科書採択について
　　ア　教科書の問題記述
　　イ　教科用図書採択基準の改善
　　ウ　「開かれた採択」への対応

鈴木　晴男：公明ひらつか（30分） 　（2） その他のがん検診も含めたPR方法 　（1） 教育は原発と向き合ってきたか
1　市長に問う 4　平塚市の不妊治療について 　（2） 放射能災害への備えは
　（1） マニフェストと所信表明から 　（1） 不妊治療の本市の考え 野崎　審也：平塚自民クラブ（23分）
2　教育長に問う 　（2） サポート体制の確立を 1　第61回湘南ひらつか七夕まつり
　（1） 「奏プラン」進捗状況 金子　修一：平塚自民クラブ（25分） 2　危機管理対応における検証について
　（2） マニフェストとの整合性 1　市長の政策及び考え方を尋ねる 　（1） 3・11の震災時及びその後の対応
3　諸課題 　（1） 中学校給食実施について 　　ア　防災面での取り組み
　（1） がん検診受診率向上への取り組み 　（2） ごみ減量化について 　　イ　節電対策
渡辺　敏光：日本共産党平塚市議会議員団（25分）　（3） 市長の指導力について 3　平塚市の駅周辺の駐輪対策について
1　市長に問う 　　ア　行政組織改革 　（1） 紅谷パールロードの現状と対策
　（1） 平塚市の防災・災害対策について 　（4） 市長・特別職給与について 　（2） 平塚市自転車の放置防止に関する条例
　　ア　公共施設の災害対策 2　立堀橋（渋田川）・下之宮橋（鈴川）整備 　　等の改正案
　　イ　市民病院の分院化 　について 秋澤　雅久：公明ひらつか（15分）
　　ウ　消防力の強化　〜職員の増員〜 3　新庁舎建設に関わる総合評価方式 1　議案第38号　平成23年度平塚市一般
　　エ　学校現場での安全対策　〜災害時の 4　崇善公民館建て替え及び耐震診断 　会計補正予算
　　　対応から〜 伊東　尚美：公明ひらつか（20分） 　（1） 電子計算機運用管理事業について
　　オ　災害対策からの中学校給食 1　公共施設の利活用について 2　これからの情報政策について
　　カ　避難場所の安全性 　（1） 本市の現状と課題 米村　和彦：湘南フォーラム（16分）
　　キ　未利用の市有地の扱い 　（2） 将来に向けた考え方 1　区画整理事業について
小泉　春雄：湘南フォーラム（25分） 2　民間活力を活かした市民サービスの向上 　（1） 真田・北金目特定土地区画整理事業
1　選挙結果と市政運営について 　（1） 広報業務のアウトソーシング化 　　及び真田特定土地区画整理事業
2　東日本大震災を受けて 　（2） 雑誌スポンサー制度の導入 　　ア　これまでの経過と現状
　（1） 見えた課題 3　放射線測定について 　　イ　事業費と市の負担
　（2） 26万市民を守る市長の決意 　（1） 震災後の対応と情報提供 　　ウ　今後の見通し
3　湘南ひらつか七夕まつりについて 髙山　和義：日本共産党平塚市議会議員団（14分）鈴木　亜紀子：無所属（13分）
　（1） 規模縮小と予算 1　地域避難協定の締結と市としての支援に 1　乳幼児健診について
　（2） 来年の湘南ひらつか七夕まつり 　ついて 　（1） 健診の現状と受診者への対応
4　新庁舎建設と既存施設について 2　民間住宅の耐震補強推進について 　（2） 未受診者への対応
佐藤　貴子：清風クラブ（30分） 3　相模川河口域堤防等整備について 　（3） 母子健康カードの活用
1　地震等防災対策について 4　相模湾へのGPS津波計（波浪計）設置 江口　友子：無所属（19分）
　（1） 緊急時の情報伝達等 端　文昭：湘南フォーラム（20分） 1　落合市長のマニフェスト『動かせ、平塚。
　（2） 災害時要援護者選定 1　落合新市長に問う   1461』から市長の方針を問う
2　市民病院整備体制について 2　両副市長に問う 　（1） 「市民が主役のまちづくり」
　（1） 院内システムの整備 3　平塚市のエネルギー政策について 　（2） 「豊かな心を育てる学びの場」
　（2） 震災等の緊急時対応 　（1） 平塚市節電対策方針 　　ア　学校現場のマンパワー充実について
3　がん等検診促進について 　（2） 本市の電力消費と発電能力 　　イ　スクールソーシャルワーカーの配置
　（1） 大腸がん・肝炎ウィルス受診勧奨 4　原発教育と市施策について 　　　について

（　）内は質問時間


